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[ESK[ESK[ESK[ESK----3835]3835]3835]3835] [ESK[ESK[ESK[ESK----3840]3840]3840]3840] 



 サービスと保証について 
 
 
 
 
本製品に関するお問い合わせや消耗品のお求め、サービスのご
用命は、お買い上げいただいた販売店で承ります。 
 
お問い合わせの際は型式名と製造番号（下図参照）をご連絡く
ださい。 
 
製品およびサービスに関してお気付きの点やご意見等ありま
したらお気軽にお買い求めの販売店、もしくは最寄りのリョービ
販売(株)営業所にお寄せください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    



 製 品 主 要 諸 元 
 

ESK-3835 ESK-3840 

kg 5.2 

kg 5.9 6.0 

mm 4 0 245 290

mL 250 

mL 200 

2

cm3 38.2 

2 FC FD

 RCJ-7Y

mm 350 ( 4”) 400 ( 6”)
 9 PX  3/8”  0.050”

 52 56 

改良などにより商品の細部仕様が本書記載内容と異なることがあります。予めご了承ください。 



プロテクタ １個

プラグレンチ １個 右手ハンドル
底面部に装着

予備チェン １個
取扱説明書 １冊

 各 部 の 名 称 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 標 準 付 属 品 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4



  燃   料  
 

 

 

 
燃料は、最寄りのガソリンスタンドで「空冷２

サイクルエンジン用混合ガソリン」をお求めにな
るか、自動車用無鉛ガソリンと空冷２サイクルエ
ンジンオイル（ または 級）を下記割合で混
合容器に入れ、容器を振ってよく混ぜ合わせたも
のを使用してください。 

L 20mL

 



  チェンオイル  
 

 

 
 
ソーチェンとガイドバーの潤滑用オイルには

を使用してください。 

 
 
 

 

 
 
 

AE
 



  給   油  
 

 

 

.... チェンソーを屋外の平坦な場所に横に寝かせ
て置いてください。 

2.2.2.2. 燃料タンクキャップを少しゆるめ、燃料タンク
内と外部の気圧差を取り除いてください。 

3.3.3.3. 燃料タンクキャップを完全に取り外し、少しず
つ給油してください。 

4.4.4.4. 給油が終わったら燃料タンクキャップを確実
に締め付けて、燃料漏れのないことを確認して
ください。

5.5.5.5. オイルタンクキャップを取り外してチェンオ
イルを補給し、オイルタンクキャップを確実に
締め付けてください。 

 
 
 

 



 エンジンのかけかた 
 

 

 



 

.... フロントガードを前方に押し、チェンブレーキ
をかけてください。 

2.2.2.2. チョークノブを引いて、チョーク閉位置「①」に
セットしてください。チョークが閉じてスロット
ルレバーが始動位置に自動的にロックされ、ス
トップスイッチが自動的に運転位置になります。 

3.3.3.3. プライマポンプを、内部に燃料が現われるまで
指で押して離す操作を繰り返してください。
（１０回以上） 

 



4.4.4.4. 機体を安定した地面に置き、切断部の周囲に障
害物のないことを確かめてから、左手ハンドル
を握り、右足で機体を押さえながら右手でス
タータノブを握ってエンジンの初爆音がする
までロープを引いてください。 

スタータノブは始めは軽く引き出し、重くなっ
たら力をこめて素早く引いてください。 

5.5.5.5. 指でチョークノブを軽く押し戻してチョーク
開の位置「②」にしてから、再度スタータノブ
を引いてください。 

 

.

6666.... エンジンが始動したら、 秒後に右手ハンドルを握りスロットルレバーを少し引いてください。
スロットルレバーのロックが解除されます。次にチェンブレーキを解除してください。( 頁参照) 

7.7.7.7. 分間低速で暖機運転してから作業を始めてください。 



 オイル吐出量の確認 
 

 

 

 

 

 エンジンのとめかた 
 

 
.... スロットルレバーを完全に戻し、低速でしばら
く運転してください。 

2.2.2.2. ストップスイッチを下に押してください。エン
ジンが停止します。 



 各種装備について 
 

 

 
チェンブレーキは、作業中にガイドバーの先端

が障害物に当たって上方にハネ返された際など
に、フロントガード内部のオモリに働く慣性力に
より自動的にブレーキが作動してソーチェンの
回転を強制的に停止させる装置です。 
 

● チェンブレーキは、フロントガードを手で前方
に強く押したときにも作動します。 

● フロントガードを左手ハンドル側に引き起こ
すとブレーキは解除され、待機状態に戻ります。 

 

 

 

 

 



 ソーチェンの張り調整 
 

 

 
.... ガイドバー取付ノブを起こして、ノブがしっか
り固定される位置まで開いてください。 

2.2.2.2. ガイドバー取付ノブを反時計方向に回し、チェ
ンカバーをゆるめてください。 

 

 

 

 

 
3.3.3.3. ガイドバー先端部を持ち上げながら、チェン張
り調整スクリュでソーチェンの張り具合を調
整してください。 

● スクリュを下に回す ⇒張る 
● スクリュを上に回す⇒ゆるむ 

ソーチェンの張りは、ガイドバーの下側で、タ
イストラップがガイドバーに軽く触れる程度
を目安にしてください。 

 

 

 

 

 

 



4.4.4.4. 調整が終わったら、ガイドバー先端部を持ち上
げながら、ガイドバー取付ノブを時計方向に回
し、確実に締め付けてください。

5.5.5.5. ソーチェンが手で軽く動き、ガイドバーとの間
に目立ったスキマがないか点検し、張りが不適
当な場合はガイドバー取付ノブをゆるめて再
調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 伐木と造材作業 
 

 

 
● 作業前に本書の「正しくお使いいただくため
に」を熟読し、簡単な丸太切り作業を数回行い、
チェンソーの取扱いによく慣れてください。 

● 切断はスロットル全開で行い、ソーチェンを木
材に軽くあて、エンジン回転速度を一定に保つ
ように押し付け力を加減してください。 

● 切断中、木に挟まれてソーチェンが回らなく
なった場合は直ちにスロットルレバーを戻し
てエンジンを止め、テコなどを使って切り口を
開いてください。 



 
.... 環境条件、幹の曲がり具合、枝の張り具合、風
向きなどを見て倒す方向を決めてください。 

2.2.2.2. 木の回りの障害物を取り除き、しっかりした足
場と伐倒後の退避場所を確保してください。 

3.3.3.3. まず倒す側の幹にクサビ状の切り込み（受け
口）を入れてください。 

4.4.4.4. 次に反対側から幹に直角に切り込んでくださ
い（追い口）。 

5.5.5.5. 木が倒れ始めたらエンジンを止め、安全な場所
に退避してください。 

 

 

 
● 切断部に働いている力の向きを考え、切り口が
開く方向に切ってください。 

● 太い木の場合は、割れや裂けを防ぐため最初に
反対側から / 程度切り込みを入れてくださ
い。 

 

 

 

 

 



 

.... 高所作業用機器（高所作業車、木登り機など）
を使用し、安定した足場を確保すると同時に安
全帯（ワイヤ芯入りロープ付）を必ず着用し身
体をしっかり固定させる。（図 A） 
・足場の安定が確保されない器具は使用しない
こと。 

2.2.2.2. 両手で前後のハンドルを正しく握って操作す
る。（図 B） 
・片手持ち作業は行わないこと。（図 C） 

3.3.3.3. 身体の右側位置で作業する。（図 B） 
・身体の左側位置及び手前（懐位置）での作業
は行わないこと。（図 C） 

4.4.4.4. 両手の肘を軽く曲げて持ち、作業する。 
（図 B） 
・腕を伸ばして作業しないこと。（図 D） 

5.5.5.5. 肩から腰の範囲で作業する。（図 B） 
・肩から上および腰から下では作業しないこと。 

6.6.6.6. エンジンの始動は地上の安定の良い場所で行
い、暖機運転とエンジンの回転を安定させた後、
アイドリング状態（ソーチェンが回っていな
い）で木の上および高所に移動する。 
・エンジン始動後、スロットルレバーの誤操作
を防止するセーフティロックが確実に作動
することを確認した上で移動すること。 
・移動のときは、チェンブレーキをかけて使用
直前にチェンブレーキを解除すること。 

7.7.7.7. キックバック防止のため、ガイドバー先端部で
の作業は行わない。（図 E） 
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 点 検 整 備 
 

 

ソーチェンはタイプにより目立て方と駆動スプロケットの噛み合いピッチが異なります。 
目立て時や交換時は、お使いの製品で使われているソーチェンのタイプをご確認ください。 

ESK-3835 52  350mm 

ESK-3840 
9 PX

3/8”P
56  400mm 

作業能率は刃の切れ味に大きく左右されます。
休憩時間などを利用してこまめに刃の目立てを
するようお勧めします。 
作業現場での目立てには

をお使いください。 

4.0mm 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

85 55
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.... ソーチェンを強めに張り、チェンソーをしっか
り固定してください。 

2.2.2.2. 丸ヤスリをソーチェンのカッタに当て、手前か
らまっすぐ押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3.3.3. デプスゲージは、カッタの切り込み代を適正
に保つためのものです。 

目立てにより、カッタの長さが短くなった場合
は、別売りのゲージ（バー掃除兼用）をソーチェ
ンにセットし、溝のある面から出た部分を平ヤ
スリで削ってください。また、最後に前端上部
の角に軽く丸みをつけてください。 

 

/5
/5 

30

0.64mm 



１日の作業終了後、ガイドバーとソーチェンを
取り外して、チェンオイル吐出口回りとガイド
バーの溝に付着しているゴミを取り除いてくだ
さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイドバーとソーチェンの取り外し、取り付け
は以下の手順に従って行なってください。 

 

.... チェンブレーキが解除状態になっているか確
認してください。（ 頁参照） 

2.2.2.2. ガイドバー取付ノブを開いて反時計方向に回
し、ゆるめて取り外してください。 

3.3.3.3. チェンカバーを取り外してください。 

 

 

 

 



.... ガイドバーを機体の取り付け部にセットした
後、ソーチェンを正しい向きにスプロケットに
かけてから、ガイドバーの溝にはめてください。 

 

2.2.2.2. チェンカバー内側のチェン張り調整スクリュ
の位置をガイドバーの丸穴に合わせてから
チェンカバーを本体に取り付け、ガイドバー取
付ノブを仮締めしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
3.3.3.3. ガイドバー先端部を持ち上げながら、チェン張
り調整スクリュでソーチェンの張り具合を調
整してください。 
（詳細は 参照） 

4.4.4.4. 調整が終わったら、ガイドバー先端部を持ち上
げながら、ガイドバー取付ノブ確実に締め付け
てください。

5.5.5.5. ソーチェンが手で軽く動き、ガイドバーとの間
に目立ったスキマがないか点検し、張りが不適
当な場合はガイドバー取付ノブをゆるめて再
調整してください。 

 

 

 

 

 



 
時間使用毎を目安に、シリンダカバーを取り

外してエアクリーナエレメントの汚れを点検し、
ブラシなどで付着したゴミを取り除いてくださ
い。 

● エアクリーナエレメントが油などでひどく汚
れている場合は、中性洗剤入りの温湯でていね
いに洗い、よく乾燥させてから元通り取り付け
てください。 

● エレメントが変形・破損した場合は、新品と交
換してください。 

 

.... 取付スクリュ３本をゆるめ、シリンダカバーを
取り外してください。 

 
 { - } 

2.2.2.2. 取付スクリュを外し、エレメントカバーとエア
クリーナエレメントを取り外してください。 

 
 { - } 

 

 

 

 

 



 

 
時間使用毎を目安に、スパークプラグを取り

外して電極を点検し、汚れている場合はワイヤブ
ラシなどで取り除いてください。 

● 取付スクリュ３本をゆるめ、シリンダカバーを
取り外してください。 

 
 { - }

 

● プラグ取り付け時は、指でねじ込んでから、最
後に付属のプラグレンチで締め付けます。 

 
 { - }

 

 

 

● プラグ交換時は指定品を使用してください。 

 RCJ-7Y 

 
● 電極間隙は が適当です。 

0.6 0.7mm 



 
時間使用毎を目安に、燃料タンクから燃料

フィルタを取り出し、付着したゴミを取り除いて
ください。 
フィルタが目詰まりしている場合は新品と交換
してください。 

 

 

 

 

 

 
ガイドバーを取り外した時に、ソーチェン駆動

スプロケットを点検し、歯が 以上摩耗した
ら新品と交換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

mmmmmmmm 



 

 
このエンジンは空冷式です。冷却用の空気取入

口やシリンダフィンの間にゴミが詰まるとエン
ジンが過熱し、故障の原因となります。時々点検
し、ゴミを取り除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

.... エアクリーナカバー左側下の黒い樹脂の穴の
奥にあるアイドル調整スクリュをマイナスド
ライバで回してください。 
右に回すと回転が上がり、左に回すと回転が下
がります。 

2.2.2.2. エンジンをかけ、 分間中速で暖機運転し
た後、スロットルレバーを戻して様子を見てく
ださい。 
このとき、ソーチェンが回り続けるようならス
クリュを左に回してエンジン回転を下げてく
ださい。エンジンが止まってしまう場合は回転
数を上げてください。 

 

 



 

 
.... 機体やガイドバー、ソーチェンに付着したゴミ
や汚れを落としながら、各部の損傷やゆるみな
どの有無を点検し、異常が発見された箇所は次
回の使用に備え完全に整備してください。 

2.2.2.2.    燃料タンクから燃料を抜き取った後、エンジン
を始動し、自然に止まるまで運転してください。 

3.3.3.3. オイルタンクからチェンオイルを排出してく
ださい。 

4.4.4.4. スパークプラグを取り外し、２サイクルオイル
を L エンジン内に入れてからスタータ
ロープを２～３回引いてください。 
次に、プラグを元通り取り付け、スタータロー
プを引いて圧縮位置で止めてください。 

5.5.5.5. ガイドバーやソーチェンなどの金属部に防錆
油を薄く塗ってください。 

6.6.6.6. 機械は、適切なカバーをかけて物置の棚など、
湿気やホコリが少なく、子供の手が届かない場
所に保管してください。 

混合ガソリン「リョービ ニュービッグバンガソリン」は、チェンソーや刈払機など運転
休止期間の長いエンジン機器用に開発された２サイクルエンジン専用の混合燃料です。 
◎変質しにくい特殊ガソリンの採用でキャブ詰まり追放 
◎エンジン内部を摩耗や汚れから守り、排気をきれいにする各種添加剤配合 
◎混合の手間不要 
◎給油・持ち運び・保管に便利な金属容器入り 
などのすぐれた特長を持っており、運転休止の直前にお使いになるだけで運転再開時の 
エンジントラブル予防効果を発揮します。詳しくはお買い上げ店にお問い合わせください。 



 故障のときは 
 

                             

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 



kamiyasatomi
長方形
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